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虎ノ門二丁目地区 熱供給概要 

事業許可       ： 平成５年１２月 

供給開始       ： 平成７年 ４月～ 

供給エリア        ： 約６．０ｈａ  

現在のお客様数   ： ４件 

            （オフィスビル、病院、印刷工場） 
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主要機器概要 
 

ボイラ  

    炉筒煙管式  

          ３．６ ｔ/ｈ   １台 （休止中） 

          ８．４ ｔ/ｈ   １台 

           １５．０ ｔ/ｈ   １台 

         １８．０ ｔ/ｈ   １台 

冷凍機  

    蒸気二重効用吸収冷凍機 

          ５９０ ＲＴ   １台  

          １,２５０ ＲＴ   ４台 

            １,５ ００ ＲＴ   １台 

冷却塔 

    開放式超低騒音型 

     ＣＴ-１ ４６,４１４MJ/h   １台 

              ＣＴ-２ ５８,０１８MJ/h   １台 

              ＣＴ-３ ６３,９７５MJ/h   １台 
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プラント総合効率
項目 単位 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度
総合効率 ％ 75.4% 76.1% 77.6% 79.3% 79.0% 81.3%

プラント効率の推移 

4 



Ⅱ 運用面の改善 

Ⅰ 設備改善 

1.電力量削減 

2.ガス量削減 

1.エネルギー原単位を意識した運転操作 

2.負荷に応じた適切な熱源機の運転 

3.不要箇所の消灯 

省エネ対策 
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1.電力量削減 

(3)  冷水補給水ポンプ間欠運転化 

(1)  冷水系統搬送動力削減 

(2)  冷却水系統最適化 

(4)  冷却塔充填材更新 

(5)  ボイラ押込みﾌｧﾝｲﾝﾊﾞｰﾀ化 

(6)  ボイラ給水ﾎﾟﾝﾌﾟｲﾝﾊﾞｰﾀ化 

(7)  中央監視室空調機制御改造 

(8)  照明器具更新 

①  冷水ポンプインバータ化 

②  冷水バイパス量の最小化 

③  冷水差圧設定の自動化 

①  冷却水ポンプインバータ化 

②  冷却水流量の最適化 

③  冷却塔出口温度最適化 

省エネ対策 
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2.ガス量削減 

(1)  ボイラO₂制御導入 

(2)  ボイラ前後面断熱塗装 

(3)  バルブ類断熱ジャケット取り付け 

O₂センサ増設し排ガスO₂濃度制御により空気比を最適化 

省エネ対策 
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2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年

導入スケジュール 

省エネ対策 
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・① RA-5 冷水ﾎﾟﾝﾌﾟｲﾝﾊﾞｰﾀ化 

・① RA-3 冷水ﾎﾟﾝﾌﾟｲﾝﾊﾞｰﾀ化 

・① RA-5 冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟｲﾝﾊﾞｰﾀ化 

・②③  RA-5 冷却水系統最適化制御 

・① RA-1、3 冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟｲﾝﾊﾞｰﾀ化 

・ ②③  RA-1、3 冷却水系統最適化制御 

・② 冷水バイパス量最小化 

・① RA-1 冷水ﾎﾟﾝﾌﾟ 

                          ｲﾝﾊﾞｰﾀ化 

・③ 冷水差圧設定の自動化 



ステップ１ 冷水ポンプインバータ化による電力削減 

中央監視装置 

Ｐ 

ＲＡ 

Ｐ Ｐ Ｐ 

ＲＡ ＲＡ ＲＡ 

冷水差圧調節弁開度 

冷水系統搬送動力削減 

ステップ２ 冷水バイパス量の最小化 
                         冷水バイパス量を必要最小限に維持するよう冷水流量設定の自動化 
            （冷水差圧調節弁の弁開度を一定にするよう冷水流量を自動制御） 

主な 省エネ対策 ① 
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受入施設圧力調節弁開度 

中央監視装置 

Ｐ 

ＲＡ 

Ｐ Ｐ Ｐ 

ＲＡ ＲＡ ＲＡ 冷水差圧調節弁開度 

ステップ３ 冷水差圧設定の自動化  

冷水差圧設定値 

冷水系統搬送動力削減 
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主な 省エネ対策 ① 

冷水ﾊﾞｲﾊﾟｽ量最小化の制御により、冷水差圧調節弁開度が大きくなると冷凍機の
冷水流量設定は下がる。一方、冷水差圧設定値を小さくすれば冷水差圧調節弁
開度は大きくなる。従って冷水差圧設定値を可変にして小さくすれば冷水流量をさ
らに下げることができる。 

（差圧設定値を下げると受入施設の冷水圧力調節弁が２次圧力を維持するように
開くため、全受入施設の圧力調節弁のうち最大開度のものが設定値になるように
冷水差圧設定を自動制御する） 



冷却水系統最適化 

冷却水ポンプ電力量 

 冷凍機の運転負荷状態を冷凍機出口冷却水温度で
判断し、所定の温度を超えないように冷却水ポンプを
インバータ制御することにより、冷却水ポンプ電力量を
削減する。  

ステップ１ 冷却水ポンプインバータ化による電力削減 

ステップ２  冷却水流量の最適化（冷却水変流量制御） 
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冷却塔制御 

入口温度制御 

TE 
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SEQ 

冷凍機出口冷却水温度 

冷却塔ファン電力量 
冷凍機の蒸気消費量 

一次エネルギー合計量が最小になる
よう制御 

11 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

100 

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 

イ
ン
バ
ー
タ
ー
出
力

[％
] 

冷却水出口温度[℃] 

冷却水ポンプインバーター制御 

主な 省エネ対策 ② 
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冷却水温度SPが 高い 場合 

ファン電力【小】 

ポンプ電力 
【大】 冷凍機蒸気【大】 

（低効率） 

冷却水温度SPが 低い 場合 

ファン電力【大】 

ポンプ電力 
【小】 

冷凍機蒸気【小】 
（高効率） 

32℃ 20℃ 

制御の意図 
冷却塔ファン電力と、冷凍機蒸気消費量・冷却水ポンプ電力のトレードオフ（下図）をふまえ、 
一次エネルギー合計量が最小になるように冷却塔ファン発停制御用の冷却水温度設定値を
最適化する。 

冷却水温度SP
により冷却塔
ファンを制御 

冷却水温度PVに基づき 
冷却水変流量制御を行う 

冷却水温度PVにより 
冷凍機のCOPが変わる 

冷却塔ファン電力と、冷凍機蒸気消費量・冷却水ポンプ電力のトレードオフ 

冷却水系統最適化 

主な 省エネ対策 ② 
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コントローラ 

 
・冷凍機入口冷却水温度 
・冷凍機出口冷却水温度 
・冷却塔出口冷却水温度 
・冷凍機発生冷熱量 
・外気温度 
・外気湿度 

ＩＮＰＵＴ（実測値） 

・冷却塔出口冷却水最適温度 

ＯＵＴＰＵＴ（設定値） 

冷却塔ファン制御用シーケンサ 

制御方法 
冷却水温度設定値を一定幅で上昇させた場合と下降させた場合の各電力および蒸気量から
なる一次エネルギー合計量を一定周期で演算しそれが最小となるよう冷却水温度設定値を
変化させる。 

ステップ３ 冷却水系統最適化制御 
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主な 省エネ対策 ② 
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御清聴ありがとうございました 

㈱虎ノ門エネルギーサービス 


